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研究成果の概要（和文）：　本研究の主要な目的は、ライプニッツの公共の福祉論を彼の実践哲学の核心として取り出
し、その特徴と歴史的意義を明らかにすることに存する。この目的を実現するために、一年目にはイタリアからルカ・
バッソ博士を、二年目にはドイツからセバスティアン・シュトルク博士を招聘し、それぞれ講演を開催した。また、研
究代表者自身も、ライプニッツの公共の福祉論の重要なファクターである、彼の保健・衛生行政論について学会発表を
行った。これらの研究により、ライプニッツの公共の福祉論の特殊近世的な特徴がこれまで以上に明らかとなった。

研究成果の概要（英文）： The main purpose of this study consists in grasping Leibniz's idea of bonum 
commune (general welfare) as the heart of his practical philosophy and showing its features and 
historical significance. To realize it, I invited in the first year of this study Dr. Luca Basso, in the 
second year Dr. Sebastian Stork, and some lectures by them took place. For myself, I made a presentation 
in a congress about Leibniz's concept of public health or hygine which is a very important factor of 
bonum commune. From these studies, it became more obvious than ever known that Leibniz's idea of bonum 
commune has some especially early modern features.

研究分野： 哲学
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１．研究開始当初の背景 
（１）16 世紀から 18 世紀にかけてドイツ語
で書かれた政治的文献の主要目的は「公共の
福祉」の概念でもって表示されていた。その
ため、主に近世ドイツ国家史論において公共
の福祉論の研究が進められてきた。その際、
研究者たちの指針となったのは、「近世ドイ
ツの偉大な国家論者たちがみな本来は行政
学者であり、福祉論者であったという事実は、
これまでまだこのような関連［＝ルター派の
領邦国家における政治と宗教の特殊な状況］
で評価されたことがなく、それどころかほと
んど注目されていない」という H・マイアー
の指摘であったと思われる。これまでの研究
は、マイアーの指摘に最もうまく当てはまる
V・L・ｖ・ゼッケンドルフ（1626-1692）の
所説を典型として取り上げながら、17 世紀ド
イツにおける公共の福祉論の特徴と歴史的
意義を明らかにしてきた。 
（２）ところが、このような脈絡の中で G・
W・ライプニッツ（1646-1716）の公共の福
祉論が取り上げられることは、本邦において
はもちろんのこと、ドイツにおいても、ほと
んどなかった。同時代の動向と軌を一にして、
自身ルター派であるライプニッツも自らの
国家論の鍵概念として公共の福祉について
詳細に述べているにもかかわらず、である。
わずかな例外もあるにはあるが、それらはい
ずれも限られた分量の記述にとどまり、十分
なものであるとは言いがたい。 
（３）18 世紀ドイツにおける公共の福祉論の
発展ということを考慮に入れるならば、以上
のような状況は研究的に大きな欠落である
と言わざるをえない。18 世紀には Chr.・ヴ
ォルフ（1679-1754）の公共の福祉論が主流
をなすが、それに大きな影響を与え、いわば
理論的な基礎を与えたのが、ライプニッツの
公共の福祉論だからである。こうした欠落を
埋めるべく、本研究では 17～18 世紀ドイツ
における公共の福祉論の展開という観点か
らライプニッツの所論の特徴と意義を明ら
かにしたい。以上が本研究開始当初の背景と
動機である。 
 
２．研究の目的 
（１）「公共の福祉」論は、ライプニッツの
実践哲学の核心であるにもかかわらず、これ
まで必ずしも十分に論じられることがなか
った。上にも述べたとおり、これは研究上の
大きな欠落である。そこで、この欠落を補う
ことを本研究の主要な目的とする。具体的に
は、ライプニッツの「公共の福祉」論につい
て、とくにそこにおける「慈愛」の観念の位
置づけと役割に注目し、そのことによってそ
の特徴と歴史的意義を明らかにすることを
試みる。 
（２）ライプニッツの公共の福祉論と一口に
言っても、その射程はきわめて広大である。
その福祉政策上の提言は、学問・教育、保健・
衛生、手工業、経済など、多方面にわたって

なされる。近年、日本においてもそれらの分
野におけるライプニッツの業績が個別的に
明らかにされつつある。 
①そこで、これまでほとんど取り上げられる
ことのなかったライプニッツの業績、具体的
には保健・衛生行政に関わる彼の構想を取り
上げ、個別的なテーマに関する論究を進展さ
せる。 
②しかし、従来は、個別的なテーマに関する
論究に終始し、そこで得られた個々の成果を
統一的・全体的な理論のうちに適切に位置づ
けることを可能にする視点を欠いていた。本
研究は、「公共の福祉」論と、その理論上の
基礎となる「慈愛」の観念に着目し、そのこ
とによって、ライプニッツの実践哲学につい
てそうした統一的・全体的な視点を与えるこ
とをも目的とする。言い換えるならば、それ
は、公共の福祉論を軸に据えながら、関連領
域における既存の研究成果を一貫性のある
形で再編成することである。 
 
３．研究の方法 
（１）ライプニッツ・アカデミー版全集第４
系列（政治的著作）第１巻に収録されている
諸著作を中心的な考察対象としてこれを読
解し、ライプニッツの公共の福祉論における
「慈愛」の体系的な位置づけと役割を解明す
る。 
（２）上記アカデミー版全集第４系列第１巻
と時期的に対応している、アカデミー版全集
第６系列（哲学的著作）第１巻に収録されて
いる自然法論関連テクストを補助的に用い
て、「慈愛」という本来キリスト教的な概念
の、政治的文書における機能の仕方を明確に
する。 
（３）ライプニッツの保健・衛生行政関連テ
クストを用いて、キリスト教的な「慈愛」の
観念が、ライプニッツの保健・衛生行政構想
において、どのような変容を被っているのか
を検証する。 
（４）ライプニッツ以前の公共の福祉論者た
ち、とくにゼッケンドルフに関する資料を収
集し、その公共の福祉論の理解に努める。 
 
４．研究成果 
（１）二年間の補助事業期間において、二名
の外国人研究者を招聘し、国際研究者交流に
努めた。いずれの場合も特別講演会を開催し
た。その際、研究代表者は講演者のハンドア
ウトの事前翻訳と、講演会当日の通訳を務め
た。 
①一年目にはルカ・バッソ博士をイタリアは
パドヴァから招いた。バッソ博士は、ライプ
ニッツの公共の福祉論について、その基礎と
して彼の独特な正義論が機能していること
を詳述した。 
②二年目にはセバスティアン・シュトルク博
士をドイツはベルリンから招いた。シュトル
ク博士はライプニッツ時代の医学の状況と
それに対するライプニッツの寄与について



報告した。 
いずれの講演においても、本邦ではこれま

でほとんど紹介されることのなかった資料
が多数用いられた。この点で、これらの講演
をまとめた論文は、後続の者にとって必読の
先行研究となるように思われる（バッソ博士
の講演は論文として発表済み。シュトルク博
士の講演については、論文としての発表準備
中）。 
（２）研究代表者は「もうひとつの「最善」
―ライプニッツの公共の福祉論」と題する学
術論文を発表した。そこでは、中世において
は教会や修道院の仕事であった「慈善活動」
や「施し」が、近世においては、そしてライ
プニッツにおいても、国家による一般的な福
祉政策の特殊部門、例えば救貧制度や保健・
衛生行政へと転化していることが指摘され
た。この点で、ライプニッツの公共の福祉論
の基礎にはたしかに伝統的な「慈愛」の観念
が生きてはいるが、それは重大な変容を被っ
ていることが理解された。 
（３）また、研究代表者は「医事と教会制度
―ライプニッツの保健・衛生行政構想―」と
題して学会発表をした。本発表において、研
究代表者は、ライプニッツの公共の福祉論の
重要な局面の一つである彼の保健・衛生行政
論について、近世ドイツにおいて見られた
「宗派化」に関する議論を参考にしながら、
その特徴を明らかにしようとした。発表当日
の司会と聴衆のコメントにもあった通り、こ
のようなテーマの研究は日本では間違いな
く最初のものであり、海外でもまだほとんど
なされていない。そのため、ドイツで進行中
の、ライプニッツの政治学に関するハンドブ
ック出版プロジェクトからも、彼の保健・衛
生行政構想に関して、一章を執筆してほしい
旨の依頼が研究代表者に届いた。このことか
らも、本研究が国内外のライプニッツ研究に
与えたインパクトは十分に大きいと言うこ
とができるはずである。 
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